
栃木群馬長野広域的観光活性化計画

計画のポイント

巨大な観光需要を抱える首都圏の周縁部に位置する特性を最大限に活かし、関越道、上信越道、北関東道から観光地へのアクセ

スを強化するとともに、民間と連携した観光ＰＲや沿道環境美化活動に広域で取り組むことにより、世界遺産等の歴史的文化遺
産や豊かな自然環境が有機的に連携した広域的な観光活性化を図る。

観光拠点へのアクセス改善（道路整備、修繕等）

周遊観光ルート調査、地域連携道路調査

地域住民、ＮＰＯ、企業、道
路管理者等の協働により、
イベントや周知広報活動、
沿道環境美化活動等を実施。

民間主体との連携

拠点施設

【栃木県、群馬県、長野県が連携】【広域連携事業】

尾瀬国立公園草津温泉

富岡製糸場

２．目標を定量化する主な指標
内陸地域間の広域的な交流活性化により、連携す
る三県の観光客総数の増加
４４８１万人(H２５)→４７３０万人(H２９)

３．主な事業
観光地アクセス向上のための道路整備
民間と連携した沿道環境美化活動 等

日光

１．計画の目標
各県の魅力的な観光拠点を有機的に結びつけ、

関東内陸地域の広域的な観光活性化

計画期間 平成２５年度～平成２９年度

栃木県長野県
群馬県

北信エリア

水上エリア
尾瀬エリア

日光エリア

渡良瀬エリア

赤城エリア

東毛エリア

西毛エリア

上小佐久エリア

湯の丸高原

善光寺

吾妻エリア

基幹事業

東北

首都圏

北陸

軽井沢

中部

・新とちぎ観光プラン
・群馬県観光振興計画
・長野県観光振興基本計画

観光活性化に関する
他計画の取り組みと連携



【広域連携事業】 【鳥取県、兵庫県が連携】

山陰海岸ジオパーク圏域広域観光活性化計画

鳥取県

兵庫県

京都府

城崎温泉

兵庫県立コウノトリの郷公園

鉢伏山周辺スキー場

北前館 兵庫県立円山川公苑

玄武洞ミュージアム

七釜温泉

計画のポイント
ジオパークとは？
「ジオ（geo）」は、地球や大地という意味の
接頭語で、「ジオパーク」とは、科学的に見
て特別に重要で貴重な、あるいは美しい
地質遺産を含む一種の自然公園です。

中国自動車道に接続

岩美道路（～H32）

駟馳山バイパス（～H25）

浜坂道路（～H29）

北
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豊
岡
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舞鶴若狭自動車道に接続

国道9号

鳥取豊岡宮津自動車道

0 5km 10km

計画期間 平成２５年度～平成２９年度

１．計画目標

鳥取・兵庫交流圏域において、観光地間のアクセスを強化するとともに、交
流・連携した取り組みを通じ、地域の価値を高め、誇りある魅力ある圏域づく

りを 進めていくことにより、将来にわたる交流圏の活性化を図る。

２．目標を定量化する主な指標

観光入込客数の増加 Ｈ２９年度 ５％増（H24年度年間観光客数）

３．主な事業

★観光拠点へのアクセスを高めるための道路整備

★兵庫県・鳥取県が連携して行う山陰海岸ジオパークの広域観光マップ作成

★駅からの二次交通の試行、利用促進

整備済区間
整備中区間
計画中区間
一 般 国 道

拠点施設
重点地区
基幹事業
ジオパークエリア
且つ観光促進エリア

世界ジオパークネットワークに加盟した“山陰海岸ジオパーク”

圏域において、鳥取・兵庫に分布する観光地間のアクセスを強
化するとともに、ジオパークを広く宣伝するためのPR事業等、広

域的特定活動によって山陰海岸ジオパークの魅力を高め、周遊
観光を促進し、広く圏域外からの来訪者の増加を図ることにより、
広域的な地域活性化を目指す。

コウノトリ但馬空港

鳥取空港

東京

効果促進事業

鳥取砂丘保全事業

山陰海岸学習館：ジオパークの文

化的資産を資料や映像で紹介す
る施設の拡充事業を実施。

自然歩道安全対策事業

効果促進事業

自然歩道安全対策事業

新温泉町山陰海岸ジオパーク館

竹野スノーケルセンター

山陰海岸ジオパーク
ネットワーク推進事業：

山陰海岸ジオパークの

広域観光マップの作成
や駅からの二次交通の

試行、利用促進を図る。

効果促進事業

効果促進事業

鳥取砂丘

中国自然歩道（雨滝）

山陰海岸学習館

中国・近畿自然歩道



尾道松江線沿線地域における観光ブランド力向上にむけた広域観光活性化計画尾道松江線沿線地域における観光ブランド力向上にむけた広域観光活性化計画

【広域連携事業】 【島根県、広島県が連携】

しまね

島根県

ひろしま

広島県

とっとり

鳥取県

おかやま

岡山県

やまぐち

山口県

計画期間 平成２５年度～平成２９年度

１ 計画の目標
多くの観光施設を有する広島県と島根県が連携し，広域

的な周遊観光ルートを形成することにより，広く地域外から

の来訪者の増加を図り，地域の活性化に寄与する。

２ 目標を定量化する主な指標
尾道松江線沿線地域における観光入込客数の増加

平成29年度 2,926千人増（対平成22年度）

３ 主な事業
・ 尾道松江線のインターチェンジと観光文化資源をつなぐ
交通ネットワークの強化や，観光地周辺の環境整備

・大規模な自転車道路ネットワークの構築
・総合的な案内サインの設置

風光明媚な鞆の浦，世界遺産の石見銀山，尾道市周辺の神社仏閣といった歴史的資産

など，多くの観光施設を有する広島県と島根県が連携し，広域的な周遊観光ルートを形成

することにより，広く地域外からの来訪者の増加を図り，地域の活性化に寄与する。このため，

観光地周辺の道路を整備し，尾道松江線沿線地域における観光ブランド力向上を図る。

計画のポイント

平成２４年度
供用区間

平成２６年度
供用区間

帝釈峡

松江城

石見銀山

千光寺

近畿地方からの来訪

四国地方からの来訪

九州地方からの来訪

拠点施設 基幹事業 観光促進エリア 周遊観光ルート

中国横断自動車道
尾道松江線

広島県

島根県

効果促進事業
－自転車道路ネットワーク－

サイクリングイベント（例）

一般国道（直轄管理区間）

一般国道（直轄管理区間外）

高規格幹線道路

一般有料道路

凡　　　　　　　例



【計画期間 平成25年度～平成29年度】

宮崎県

九州西南部地域における広域的な観光活性化
計画のポイント
高規格幹線道路（東九州自動車道、九州横断自動車道延岡線、西九州自動車道及び南九州西回り自動車道）の段階的な開通、九州新幹線（鹿児島ルート）

の全線開業（H23.3）、外国クル－ズ船における九州への寄港回数の増加及び多彩な観光列車の運行などを契機に、既存交通網と連携強化を図ることで、九州
西南部での本州やアジアからの観光客増加が期待される。また、九州西南部の交通拠点と拠点施設、拠点施設間のアクセス道路、観光案内及び観光ＰＲなど
を広域的に連携して整備することで観光資源の発掘及び国際観光化を図り、観光宿泊者数を増大させ観光活性化を図る。

【長崎県、熊本県、宮崎県、鹿児島県が連携】【広域連携事業】

長崎県

鹿児島県

九州新幹線

クルーズトレイン七つ星in九州

ハウステンボス（長崎） SL人吉（熊本）

海幸山幸（宮崎）指宿の玉手箱（鹿児島）
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1.計画の目標
九州西南部の交通拠点と拠点施設、拠点施設間のアクセ

ス道路、観光案内及び観光ＰＲなどを広域的に連携して整
備することで観光資源の発掘及び国際観光化を図り、観光

活性化を図る。
2.目標を定量化する主な指標
■九州西南部の「延べ宿泊者数」(万人)

2,256万人(H23年) ⇒ 2,432万人(H29年度) 
■九州西南部の「外国人延べ宿泊者数」(万人)

65.4万人(H23年) ⇒ 112万人(H29年度）
■九州西南部の「旅行消費額」（億円）

4,708億円（H22年）⇒ 5,150億円(H29年度）

3.主な事業
広域交通網と観光拠点のアクセス性を向上させる道路の

改良及び修繕、港湾整備、観光拠点と一体となって親水性
を高める河川、観光客を守る防災事業、広域観光ＰＲ、

外国人受け入れのための基盤整備など
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長崎港

鹿児島港 八代港

宮崎港

自然道を歩く

九州オルレ

凡 例
主な基幹事業

拠点施設
広域道路網

空港・港湾拠点（旅客）
九州新幹線

鉄道

二次･三次アクセス

九州新幹線による流入

クルーズ船航路

●

九州へ寄港する外国クルーズ船

九州横断自動車道延岡線
【蔵田～北方IC】

（H27完成目標）

主な拠点施設

海外

多彩な観光列車

東九州自動車道
【鹿屋串良IC～曽於弥五郎IC】

（H26完成目標）

2

3
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1

外国人受け入れのため
の基盤整備（基幹事業と

併せて実施し、一体的な

地域の観光振興を図る）

西九州自動車道
【山代IC～今福IC】

（H26完成目標）
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環長崎港地区(長崎市) 阿蘇火口(阿蘇市)

佐多岬地区(南大隅町)

１ 2

3 4

高千穂神社(高千穂町)


